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幼稚園、認可保育所、認定こども園
などを利用する子ども
対象者・利用料

３歳から５歳までの
子どもの利用料を無償化します
●無償化の期間は、満３歳になった後の４月
１日から小学校入学前までの３年間です。
※幼稚園、認定こども園（教育認定部分）の子
どもは、入園できる時期に合わせて、満３
歳から無償化します
●幼稚園の利用料は、月額25,700円を上限に
無償化します。
●通園送迎費、給食費、行事費などは、これ
までどおり保護者負担です。
※年収360万円未満相当世帯と全ての世帯の第
３子以降の子どもは、副食費（おかず、おや
つ代など）を免除します

０歳から２歳までの子どもは
市町村民税非課税世帯に限って
利用料を無償化します
●課税世帯であっても、子どもが２人以上の
世帯は、保育所などを利用する最年長の子
どもを第１子とカウントし、０歳から２歳
までの第２子は半額、第３子以降は無償と
なります。
※要保護者等世帯は第２子以降も無償となり
ます
※年収360万円未満相当世帯は、第１子の年齢
は問いません

対象となる施設・事業

　幼稚園、認可保育所、認定こども園に加え、
地域型保育事業、企業主導型保育事業（標準的
な利用料）も同様に無償化の対象となります。
※地域型保育…小規模保育、家庭的保育、
　居宅訪問型保育、事業所内保育

幼稚園の預かり保育を
利用する子ども
●無償化の対象となるためには、市から
「保育の必要性の認定」を受ける必要があ
ります。
※「保育の必要性の認定」を受けるには、就
労など（認可保育所の利用と同等）の要件
があります
●幼稚園の利用に加え、利用日数に応じて、
最大月額11,300円までの範囲で預かり保
育の利用料を無償化します。
※満３歳児は、市町村民税非課税世帯のみ
無償化します

認可外保育施設等を
利用する子ども
●無償化の対象となるためには、市から
「保育の必要性の認定」を受ける必要があ
ります。
●３歳から５歳までの子どもは月額37,000
円まで、０歳から２歳までの市町村民税
非課税世帯の子どもは月額42,000円まで
の利用料を無償化します。
●認可外保育施設に加え、一時預かり事業、
病児保育事業、ファミリー・サポート・
センター事業も無償化の対象となります。
●認可保育所、認定こども園などを利用し
ていない人が対象となります

就学前の障がい児の発達支援
●就学前の障がい児の発達支援を利用する
３歳から５歳までの子どもは、利用料を
無償化します。

令和元年10月１日から
幼児教育・保育の無償化が始まります

●問合せ先　保育所・幼稚園課保育支援係☎72-6666
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給食費（主食費・副食費）の取扱いについて
●給食の材料にかかる費用は自宅で子育てを行う場合も同様にかかる費用のため、
無償化後も引き続き、保護者の負担となります。
●認可保育所などを利用している３～５歳の給食費の支払いは、次のとおり変わります。
副食費は、これまで保育料に含めて市にお支払いいただきましたが、10月以降は、施設に直接お支
払いいただきます。

幼稚園、保育所、認定こども園
就学前障がい児の発達支援

無償
（幼稚園は月額25,700円まで）

無償
（幼稚園は月額25,700円まで）

幼稚園の預かり保育
幼稚園の利用に加え、
月額11,300円まで無償

幼稚園、保育所
認定こども園

就学前障がい
児の発達支援

認可外保育施設
一時預かり事業など 月額37,000円まで無償

ともに無償
（幼稚園は月額25,700円まで）

利用

利用

複数利用

複数利用

幼稚園、認定こども園
就学前障がい児の発達支援

ともに無償
（幼稚園は月額25,700円まで）

利用

幼稚園
認定こども園

就学前障がい
児の発達支援

保育の
必要性の
認定事由に
該当する
子ども

３～５歳

３～５歳
上記以外

９月まで

施設に支払い、またはご飯を持参

保育料の一部として市に支払い

主食費
（米、麺、パン代など）

副食費
（おかず、おやつなど）

10月から

無償化前と同様

施設に支払い

利用または
複数利用

保育の必要性の認定
●市から「保育の必要性の認定」を受けるためには、保護者ごとに、次のいずれかの
　要件に該当することが必要です。
就労・就学（１日４時間以上及び月15日以上かつ月64時間以上）、産前・産後期間、
保護者の疾病・障がい、災害復旧、同居の親族の常時介護・看護、
求職活動、虐待やDVのおそれがある場合、育児休業取得時の継続利用

※詳しい申請方法は、お問い合わせください

幼児教育・保育の無償化の主な例
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市立小郡幼稚園を
紹介します

　令和元年度に小郡幼稚園と三国幼稚園が統合し、新しい小郡幼稚園がスタートしました。
また、これに併せて、３年保育・預かり保育を始めました。
　幼児はいろいろな遊びをとおして、たくさんのことを学び、身につけます。小郡幼稚園
では幼児の心身の発達の見通しをもち、文部科学省の幼稚園教育要領に沿ったカリキュラ
ムを作成し、友だちとの遊びや活動・生活を計画的に指導しています。
　小郡幼稚園の教育で特に大切にしていることは、〝非認知能力〞を育んでいくことです。
〝非認知能力〞とは、自尊心・自立心・自制心・好奇心・意欲・目標に向かって頑張る力 
などの「自分に関する力」と、協調性・社交性・道徳性・思いやり・共感する力などの「人
と関わる力」のことです。この〝非認知能力〞は、就学前の幼児期に、子ども主体の遊びや
活動の中で育ち、将来自立的に生きていく支えになると言われています。そのため、小郡
幼稚園では、この時期にしか経験できない遊びや活動を子どもたちと作っていくことを大
切にしています。
　また、小学校との連携を密に行い、小学校生活へ適切につないでいくためのアプローチ
カリキュラムを作成し、取り組んでいます。

小郡幼稚園の教育目標
　心身ともに健やかで　進んで友だちと仲よく遊び
　自分らしさを伸ばしていく園児の育成
令和元年度の重点
　元気でなかよく工夫して遊ぶ子どもの育成
合言葉
　みんなで　たのしく　にこにこ元気

年齢

３歳児

４歳児

５歳児

定員

60人

60人

60人

利用条件

就労、看護など

種　類

通年預かり

一時預かり 学校行事やリフレッシュなど

預かり保育について

※園の活動後、午後５時までお預かりしています

●問合せ先　小郡幼稚園☎72-5501　小郡市小郡1600-2

令和２年度の
園児募集は、

広報10月１日号に
掲載します
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ひとりひとりにハグして
気持ちを伝えます

年長児がリードして
一緒にゲーム

本をとおして
友だちとおしゃべり

自分たちで育てて収穫

頑張ることを決め
誕生会で発表します

どこまでのびるか競争も

気持ちを合わせて
みんなで演奏

おみこしをみんなと手作り

広いプールで水遊びついつい夢中に

小郡幼稚園は、毎日こどもの笑顔と
会話であふれています！

一緒にとろう！

僕もいくぞ！

ありがとう！

ほら！かたーい
だんごができたよ！

イルカジャンプだ！

大きいなぁ！

おもしろいよ！
一緒にみよう

跳べたよ！

非認知能力を育てる

自尊心
目標に
向かって
頑張る力

自制心
共感する力
思いやり

好奇心

意欲
社交性
協調性
道徳性
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高校生ボランティア
との交流も

　

多
様
で
変
化
の
激
し
い
現
代
社

会
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る「
社
会

を
生
き
抜
く
力
」は
、
子
ど
も
の

頃
の
体
験
か
ら
育
ま
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
、「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

研
修
」を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
の
場
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

小
郡
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生

を
対
象
に
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

や
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
キ

ャ
ン
プ
な
ど
の
野
外
活
動
を
仲
間

と
楽
し
く
体
験
し
な
が
ら
、
学
校

や
子
ど
も
会
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
、

ま
た
地
域
活
動
の
担
い
手
と
な
る

「
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
」を
育
成
し

て
い
ま
す（
小
郡
市
青
少
年
育
成

市
民
会
議
と
の
共
催
事
業
）。

　

毎
年
夏
季
と
冬
季
で
募
集
を
行

い
、
夏
は
６
〜
９
月
に
全
３
回
、

冬
は
12
月
に
１
回
の
研
修
を
実
施
。

約
60
人
の
小
学
生
が
参
加
し
、
活

動
は
今
年
で
24
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
冬
季
募
集
は
11
月
に

実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
11

月
１
日
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

仲
間
づ
く
り

　

さ
ま
ざ
ま
な
学
年
や
校
区
の
子

ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、
交
流
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

リ
ー
ダ
ー
っ
て
何
？

　

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
学
び
、
そ

れ
ぞ
れ
理
想
の
リ
ー
ダ
ー
像
を
描

い
て
い
き
ま
す
。

班
活
動

　

仲
間
と
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
主
性
・
積
極

性
・
社
交
性
・
協
調
性
を
養
い
ま

す
。キ

ャ
ン
プ

　

料
理
や
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

な
ど
、
仲
間
と
さ
ま
ざ
ま
な
野
外

活
動
を
経
験
し
ま
す
。

班
活
動

　

花
立
山
を
探
検
。
山
の
Ｐ
Ｒ
ポ

イ
ン
ト
を
考
え
、
改
善
点
を
挙
げ

な
が
ら
、
発
表
し
合
い
ま
す
。

研
修
修
了

　

仲
間
と
助
け
合
い
、
挑
戦
す
る

心
を
養
っ
た
子
ど
も
た
ち
。
今
後

の
活
躍
に
期
待
で
す
。

こ
ん
な
活
動
を

　
　
　
行
っ
て
い
ま
す

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
は
？

夏

冬

リーダー
って

何だろう
？

キャンプ場へ

１泊２日の自然
体験

仲間づく
り

山を探検

“社会を生き抜く力”を育む、子どもの体験活動
「ジュニアリーダー」を知っていますか？

　市内の小学４〜６年生を対象に、自主性・社会性を培い生活に必要な知識・能力を身につけ、次代

を担うリーダーを育成する「ジュニアリーダー研修」を行っています。毎年約60人が参加している活動

の中身をご紹介します。

問合せ先　子ども育成課医療・手当係（北別館１階）☎72-2111

リーダーに
なれるかな

山をPRする
広報を提案

レクリエーショ
ンゲーム
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子
ど
も
時
代
の
体
験
活
動
は
人
づ
く
り
の「
原
点
」に

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

参
加
者
の
声

こ
ん
な
リ
ー
ダ
ー
が

育
っ
て
い
ま
す

「想像以上に、
みんなをまと
めることが難
しかった」

「参加してから、〝あ
いさつ〞の大切さを実
感し、自然とできる
ようになりました」

子
ど
も
の
体
験
活
動
に

興
味
が
あ
る
人
は
？

　

地
域
で
は
、
ま
だ
ま
だ
た

く
さ
ん
の
体
験
活
動
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
は

も
ち
ろ
ん
、
活
動
を
支
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も

募
集
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま

い
の
近
く
で
行
わ
れ
て
い
る

体
験
活
動
を
知
り
た
い
人
は
、

市
の
子
ど
も
育
成
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

幼
少
期
か
ら
青
年
期
ま
で
、
多

く
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
体
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
立
心
、
主

体
性
、
協
調
性
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精

神
、
責
任
感
、
創
造
力
、
他
人
と

協
働
す
る
能
力
な
ど
を
育
み
ま
す
。

　

体
験
活
動
は
、
将
来
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
に
必
要
な
能
力
を
養

う
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
が
有
効
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
生
活
・
文
化
体
験
活
動

　

放
課
後
に
行
う
遊
び
や
お
手
伝

い
、
野
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
部
活

動
、
地
域
や
学
校
で
行
わ
れ
る
行

事
な
ど

◆
自
然
体
験
活
動

　

登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン

グ
な
ど
と
い
っ
た
野
外
活
動
、
星

空
観
察
や
動
植
物
観
察
と
い
っ
た

自
然
・
環
境
に
関
す
る
学
習
活
動

◆
社
会
体
験
活
動

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
職
場
体

験
活
動
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な

ど

活
動
後
の
調
査
結
果

　
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が

行
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
体
験
活
動

に
関
す
る
実
態
調
査
で
、
体
験
活

動
を
た
く
さ
ん
行
っ
て
き
た
子
ど

も
の
傾
向
と
し
て
、
次
の
こ
と
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
然
体
験
や
生
活
体
験
を

積
極
的
に
行
っ
た
子
ど
も
や
、

お
手
伝
い
を
多
く
し
て
い
る
、

生
活
習
慣
が
身
に
つ
い
て
い

る
子
ど
も

　
自
己
肯
定
感
や
道
徳
観
・
正
義

感
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
る

　
子
ど
も
の
頃
に
自
然
体
験

や
、
お
手
伝
い
、
友
だ
ち
と

の
遊
び
、
地
域
で
の
活
動
な

ど
の
体
験
が
豊
富
な
子
ど
も

　
大
人
に
な
っ
て
か
ら
の
人
間
関

係
能
力
や
自
尊
感
情
、
意
欲
・
関

心
と
い
っ
た
資
質
能
力
の
高
い
傾

向
が
見
ら
れ
る

体
験
活
動
は
ほ
か
に
も
！

※

今
年
度
の
募
集
は
締
め
切
っ
て
い
ま
す

小
郡
・
三
井
少
年
の
船

　

小
郡
市
と
三
井
郡
の
小
学
４
〜

６
年
生
を
対
象
に
、
鹿
児
島
県
と

沖
縄
県
を
４
泊
５
日
で
巡
り
ま
す
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
元
気
っ
子
未
来
塾

小
郡
・
三
井
少
年
の
船
実
行
委

員
会

☎
７
２
・
８
１
３
７

わ
く
わ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

　

小
郡
市
内
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場

の
小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象
に
、

夜
須
高
原
へ
の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

問
北
筑
後
教
育
事
務
所
社
会
教
育

室
☎
３
２
・
３
１
２
４

の
ぞ
み
っ
子
自
然
体
験
キ
ャ
ン
プ

　

の
ぞ
み
小
５
・
６
年
生
の
希
望

者
を
対
象
に
、
鹿
児
島
県
甑
島
で

の
海
の
活
動
に
挑
戦
。
三
国
中
学

生
も
ス
タ
ッ
フ
で
活
躍
し
ま
す
。

問
の
ぞ
み
・
い
き
い
き
ア
ン
ビ
シ

ャ
ス
広
場（
楠
）

☎
０
９
０
・
３
６
０
２
・
８
２
３
６

研修を経て、自分が思い描く
理想のリーダー像を教えてください。

A「広い視野で周りを観察し、成功と失敗に
つながることを見分けられる」

A「みんなを笑顔にするリーダー」
A「周りの意見を聞き、意見も言える」
A「いじめを見過ごさず、いじめている人に
立ち向かう勇気がある」

（参加者アンケートより抜粋）

わくわくサマー
キャンプ

のぞみっ子「　島」自然体験キャンプ

Q
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広告
（１枠）

広告
（１枠）

広告
（１枠）

広告
（１枠）

■申問生活環境課リサイクル推進係（南別館１階）☎72-21112

ごみ収集カレンダーの広告を募集します

問給付金専用コールセンター☎0570-05-4092、国保年金課医療・年金係☎72-2111
※お電話の際は、年金生活者支援給付金請求書（はがき）をご用意ください

　令和２年度ごみ収集カレンダーに掲載する広告を募集します。
カレンダーは、年間を通して市内全域で使用されます。掲載を
希望する場合はお問い合わせください。

発行予定部数　26,500部（市内全世帯に配布）
掲載月　令和２年４月～令和３年２月
掲載箇所　Ａ３見開き１ページの各月カレンダーの下部に、
　　　　　掲載枠を４枠設けています（右図参照）
広告の大きさ・広告掲載料・刷色
　１枠（約６㎝×約13㎝）　25,000円　２色
　２枠（約６㎝×約26㎝）　50,000円　２色
申込方法　必要書類を窓口へ提出し、申込み
※書類を審査後、掲載の可否を判断します
必要書類　申込書、掲載を希望する原稿案、
　　　　　役員名簿（法人の場合）
※申込書・役員名簿の様式は、窓口・市ホームページから取得
　できます
申込受付　９月11日（水）～
※枠が埋まり次第受付終了

1

令和元年10月から
年金生活者支援給付金制度が始まります

　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入金額や所得金額が一定基準以下の人
に対し、生活の支援を図ることを目的として、現在支給されている年金に上乗せして
支給するものです。支給要件を満たす人へ、手続に必要な書類を日本年金機構が９月
中に郵送しますので、手続きしてください。
※手続きしないと給付金の受取ができませんのでご注意ください

給付額　月額5,000円を基準に保険料納付済期間などに応じて算出した金額
高齢者（給付金種別が老齢の人）支給要件
　次の全ての要件を満たす人
・65歳以上の老齢基礎年金の受給者
・同一世帯の全員が市民税非課税
・前年の年金額とその他の所得（給与所得や利子所得など）の合計額が87万9,300円以下
障がい者や遺族への支給要件
　次の全ての要件を満たす人
・障害基礎年金または遺族基礎年金の受給者
・前年の所得が462万1,000円＋扶養親族の数×38万円以下
※遺族年金・障害年金などの非課税収入は、上記所得額に含みません

イメージ

8

小郡市からのお知らせ
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3

「防災パートナーシップに関する協定」を締結しました

4

　７月８日、市は九州朝日放送株式会社と「防災パートナー
シップに関する協定」を締結しました。この協定により、防
災情報などをKBCのテレビやラジオから配信できるようにな
ります。
　現在、市からは避難勧告などの情報をさまざまな手段でお
知らせしていますが、今回の協定締結で、さらに情報の伝達
手段が充実しました。

　８月29日、新たに２つの文化財を市指定文化財に指定しました。稲吉区に伝わる『稲吉老松神社天神信仰資
料』（有形文化財・歴史）と、大保池に生息する『大保池のオニバス群落及び水生生物群集』（天然記念物）です。
これで市内の指定・登録文化財は29件となりました。
　埋蔵文化財調査センターでは、新たな指定文化財を紹介するパネル展を開催しています。（９月30日（月）ま
で）

　『稲吉老松神社天神信仰資料』は、掛軸４幅をは
じめとする６点の資料からなります。このうち天
神信仰を広めるための「縁起絵」は、現在福岡県下
で４点しか確認されていない希少なものです。ま
た、その内容は京都・北野天満宮や太宰府天満宮
に影響されたものとは異なり、非常に地域性が高
いことが評価されています。

　大保池に巨大な葉を広げる水生植物「オニバス」
は、平成29年に生育が確認されました。現在、環
境省や福岡県によって絶滅危惧種に指定され、県
内では３つの自治体（飯塚市・みやま市・遠賀町）
が天然記念物に指定しています。大保池では、平
成30年にも多数の生育が確認されており、そのほ
かにも県指定天然記念物であるツクシオオガヤツ
リなどの植物・生物が生息していることがわかっ
ています。

新たに２つの文化財を市指定文化財に指定しました
問文化財課文化財係☎75-7555

問総務課防災安全係☎72-2111

『大保池のオニバス群落及び水生生物群集』
（天然記念物）

『稲吉老松神社天神信仰資料』
（有形文化財・歴史）

　申込み先　問問合せ先　Fファクス　　Ｅメール　
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７
月
13
日
、
前
高
知
県
知
事
の
橋
本
大

二
郎
さ
ん
に
よ
る
同
和
問
題
市
民
講
演
会

「
自
ら
の
体
験
か
ら
考
え
る
人
権
問
題
」を

開
催
し
ま
し
た
。
同
和
問
題
を
始
め
、
障

が
い
者
や
外
国
人
な
ど
の
幅
広
い
人
権
問

題
に
つ
い
て「
差
別
や
偏
見
を
受
け
て
い

る
側
の
実
際
の
姿
を
正
し
く
知
り
、
相
手

の
立
場
に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
大
事
。

社
会
問
題
全
般
を
人
権
の
視
点
か
ら
捉
え

よ
う
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
科
書
無
償
化
や
高
校
奨
学
金

制
度
導
入
な
ど
の
解
放
運
動
の
成
果
に
つ

い
て
触
れ
、「
子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の

大
き
な
道
標
に
も
な
っ
て
い
る
。
人
権
問

題
の
解
決
に
は
、
解
放
運
動
が
培
っ
て
き

た
志
が
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
次
の
世

代
に
受
け
継
が
れ
生
か
さ
れ
て
い
く
だ
ろ

う
」と
話
し
ま
し
た
。

市
長　

今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
人
権
を
横
軸
に
通
す
こ
と
で

あ
ら
ゆ
る
問
題
が
見
え
て
く
る
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
外
国
人
や
高
齢
者
の
人

権
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
、
社
会
が
抱
え

き
れ
な
い
問
題
が
出
て
き
て
、
き
ち
ん
と

見
て
い
か
な
い
と
問
題
が
拡
大
す
る
ば
か

り
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
組
坂
委
員
長

は
こ
う
し
た
広
が
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

組
坂
さ
ん　

橋
本
先
生
が
話
さ
れ
た
と
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
個
別
の
人
権
問
題
が
あ

り
ま
す
が
、
人
権
と
い
う
視
点
を
ベ
ー
ス

に
物
事
を
考
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大

事
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
最
終
的
に
は

人
権
侵
害
を
救
済
す
る
法
律
や
人
権
委
員

会
を
つ
く
っ
て
、
人
権
救
済
を
し
て
い
く

と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
る
こ
と
が
大
事

だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

小
郡
市
は「
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
人
権
を
ど
う

捉
え
て
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
た
ら
良
い

か
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す
。

橋
本
さ
ん　

す
べ
て
の
こ
と
を
人
権
問
題

で
捉
え
る
こ
と
が
必
要
な
時
代
な
の
で
、

行
政
や
企
業
、
自
治
会
な
ど
が
い
ろ
ん
な

こ
と
に
取
り
組
む
場
を
つ
く
り
、
ま
た
そ

れ
を
引
っ
張
っ
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
を
育
て

て
、
そ
れ
か
ら
具
体
的
な
取
組
を
進
め
て

い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

市
長　

現
在
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
中
で
、

正
し
く
検
証
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
情
報

が
あ
ふ
れ
、
そ
こ
か
ら
差
別
な
ど
の
問
題

が
生
ま
れ
て
、
拡
散
さ
れ
や
す
い
状
況
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
さ
ん　

ネ
ッ
ト
上
の
間
違
っ
た
情
報

に
は
、
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
こ
と
が
大

事
で
、
き
ち
ん
と「
Ｎ
Ｏ
」と
い
う
意
思
を

表
明
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

市
長　

最
後
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
坂
さ
ん　

世
の
中
の
間
違
っ
た
し
く
み

を
正
し
て
い
く
た
め
に
は
、
連
帯
し
て
部

落
差
別
を
始
め
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を

な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
と

３
年
で
全
国
水
平
社
創
立
１
０
０
年
を
迎

え
ま
す
が
、
そ
の
と
き
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

差
別
が
無
く
な
っ
て
い
る
日
本
・
世
界
と

な
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

橋
本
さ
ん　

部
落
解
放
運
動
と
い
う
の
は
、

人
権
を
考
え
る
糸
口
、
突
破
口
だ
と
思
い

ま
す
。
今
日
の
市
民
講
演
会
な
ど
へ
の
参

加
を
機
会
に
、
も
う
一
度
考
え
、
学
習
し

直
し
て
み
る
と
い
う
こ
と
が
、
同
和
問
題

だ
け
で
は
な
く
、
身
近
に
は
い
ろ
い
ろ
な

人
権
問
題
が
あ
る
こ
と
に
気
付
く
き
っ
か

け
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

講
演
会
終
了
後
、
橋
本
大
二
郎
さ

ん
、
組
坂
繁
之
さ
ん（
部
落
解
放

同
盟
中
央
本
部
執
行
委
員
長
）、

加
地
市
長
に
よ
る
対
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

同
和
問
題
市
民
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た

●
問
合
せ
先　
人
権
同
和
教
育
課
☎
７
２
・
２
１
１
１
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子ども議会を開催

　小郡市議会議場で開催された「小郡市子ども議会」
に、市内の小・中学生13人が出席しました。子ども
議会は、日々の暮らしと行政のかかわりを学習する
ことで、市の課題や将来を考えてもらうことを目的
に行っています。
　子ども議員からさまざまな質問が上がり、「小郡市
をどんな市にしたいか」といった質問には「未来を担
う子どもたちが、生き生きと健やかに育つ小郡市に
したい」と市長が回答。また、「子どもが安全に生活
するために行っている取組」について聞かれ、教育長
が「安全マップの作成や、通学路の安全点検、保護者
や地域による見守り活動を行っている」と回答するな
ど、市議会さながらの熱い議論が行われました。子
ども議員の皆さんにいただいた意見や要望は、引き
続き内容を検討していきます。

7.25
thu

三井高校の「家庭クラブ」「陸上部」
「レスリング部」が全国へ！

家庭クラブ
　家庭クラブが、兵庫県で開催される第67回全国高等学校家庭ク
ラブ研究発表大会への出場を報告しました。これまで家庭クラブ
は「家庭で作る非常食」「災害時の情報収集」など、防災をテーマに
研究。発表者の園田知暖さんは「たくさん練習して、早口になら
ないように意識して頑張りたい」と抱負を語りました。
　この度行われた大会で、最優秀校にのみ授与される文部科学大
臣賞を受賞しました。
　
陸上部
　陸上男子200メートルで稲葉侑大さんが、北九州地区予選で６
位入賞を果たし、沖縄県で開催される全国高校総体へに臨みます。
稲葉さんは「高校３年間、決勝に残るために頑張ってきた。絶対
に自己ベストを更新する」と力強く意気込みを語りました。

レスリング部
　男子個人戦71kg級で中村成吾さん、女子個人戦47kg級で平川
舞歩さんが全国高校総体への出場を報告。２年連続の出場となる
中村さんは「手足の長さを生かして、自分の距離で戦いたい。優
勝をめざす」と話し、平川さんは「試合は緊張するので、相手のこ
とだけを考えたい」と大会への思いを語りました。

7.24
wed

みんなで結んだ
18万枚の短冊

　七夕神社に奉納された短冊を使って「短冊ロード」
を作ろうと、地域おこし協力隊の宮本さんが、短冊
を結びつけるボランティアを呼びかけました。開催
した５日間で、子どもから大人まで約130人の参加
があり、八女市から駆け付けてくれた人や、「結ぶっ
て楽しい」と目標を大きく超えた枚数を結んでくれた
小学生など、多くの人の手によって、18万枚の短冊
ロードが完成しました。宮本さんは「できるところま
ででいいと思っていたけれど、みんなのおかげで18
万枚が達成できた」と笑顔を見せました。
　短冊ロードは商工会青年部の協力のもと、ライト
アップ。お披露目となった８月７日には、七夕神社
の夏祭りも開催され、多くの人でにぎわいました。
※お披露目は終了しました

8.4
sun

7.31
wed
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　自分のことが好きですか。自分らしく生きていますか。社会で輝くために、そしてあなた自身が幸せを感じ

て生きていくために。能力を発揮して社会で活躍するための学問「ポジティブ心理学」をベースに、幸せを感じ

る心の育て方や、自分の「軸」の見つけ方をお伝えします。

●日時　10月２日（水）／午前10時〜正午

●会場　生涯学習センター

●対象　講座内容に興味のある女性、

　　　　キャリアアップをめざす女性 

●定員　30人（先着順）

●参加費　無料

●託児　１人100円

※１歳以上の未就学児を12人まで

●申込方法　窓口・ファクス・はがき・Ｅメールのいず

れかで、①公開講座②氏名（ふりがな）③住所④年齢⑤

電話番号⑥託児の有無⑦託児希望の場合、お子さんの

氏名（ふりがな）・年齢（月齢まで）・性別を明記し、申

込み

※Ｅメールで申込後、３日以内に返信がないときはご連

絡ください

●申込締切　９月24日（火）／午後５時必着

●申込・問合せ先　子ども育成課医療・手当係（北別館１階）☎72-2111ファクス72-7481

　　　　　　　　　Ｅメールsyogai-katei@san.bbiq.jp

家庭教育学級　10月学習会　『チョコレートの世界へようこそ』家庭教育学級　10月学習会　『チョコレートの世界へようこそ』

　4000年の歴史が育んだチョコレートのおいしさの秘密とは？原料となる「カカオ」の生産やチョコレートの

製造、歴史、健康にまつわる話など、知られざるチョコレートの世界をご紹介します。

●日時　10月11日（金）／午前10時〜正午

●会場　生涯学習センターギャラリー

●対象　子育て中の保護者、講座に興味のある人

●受講料　300円

●託児　無料（首がすわってから就園前まで）

●申込方法

　窓口・ファクス・Ｅメールのいずれかで、

　①住所②氏名（ふりがな）③年齢④電話番号⑤託児の

有無⑥託児希望の子どもの氏名（ふりがな）・年齢・

性別を明記し、申込み

●申込締切　10月２日（水）

●申込・問合せ先　生涯学習課社会教育係（生涯学習センター内）

　　　　　　　　　☎72-2111ファクス73-5222

　　　　　　　　　〒838-0142　小郡市大板井1180-1　Ｅメールogori-sg@awg.bbiq.jp

女性再チャレンジ支援事業　チャレンジパソコン講座

「MOS検定対策コース」

女性再チャレンジ支援事業　チャレンジパソコン講座

「MOS検定対策コース」

　Microsoft ExcelのMOS検定合格に向けて、スキルを身に付けるための対策講座です。

※MOSとはマイクロソフトオフィススペシャリストの略で、エクセルやワードなどのスキルを証明できる

　資格です

●期日　９月24日〜12月10日の火曜

　　　　（全11回、10月22日を除く）

●時間　午前９時30分〜正午

●会場　生涯学習センターパソコンルーム

●対象　MOS資格を取得したい女性、

　　　　キャリアアップをめざす女性

●定員　12人（先着順）

●参加費　5,000円（別途テキスト代2,160円）

●託児　１人１日100円（11回分前納）

※１歳以上の未就学児を12人まで

●申込方法　窓口・ファクス・はがき・Ｅメールのいず

れかで、①チャレンジパソコン講座②受講希望コース

③氏名（ふりがな）④住所⑤年齢⑥電話番号⑦託児の有

無⑧託児希望の場合、お子さんの氏名（ふりがな）・年

齢（月齢まで）・性別を明記し、申込み

※Ｅメールで申込後、３日以内に返信がないときはご連

絡ください

●申込締切　９月17日（火）／午後５時必着

●申込・問合せ先　生涯学習課社会教育係（生涯学習センター内）☎72-2111ファクス73-5222

　　　　　　　　　〒838-0142　小郡市大板井1180-1　Ｅメールogori-sg@awg.bbiq.jp

女性再チャレンジ支援事業　公開講座

「自分らしさを発揮して、社会で輝くきっかけに。」

女性再チャレンジ支援事業　公開講座

「自分らしさを発揮して、社会で輝くきっかけに。」
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小郡市文化会館　初心者体験講座小郡市文化会館　初心者体験講座

●展示内容　文学部（短歌・川柳）　●会場　生涯学習センターエントランス

９月の会員作品常設展示　皆さんのご来場をお待ちしています。

●申込・問合せ先　生涯学習課文化振興係（文化会館内）☎72-3737ファクス72-3828

　　　　　　　　　〒838-0142　小郡市大板井136-1

　文化芸術の振興、伝統文化の継承、気軽に参加できる機会づくりを目的に、小郡市文化協会の講師による初

心者体験教室を開催します。

吟詠　初心者体験講座
　伝統ある詩吟を体験してみませんか。

漢詩の説明や発声練習のほか、実際に

伴奏に合わせて吟じます。

●日時　10月１日・８日・22日・29日

　　　　（全て火曜）

　　　　午後１時30分〜３時30分

●会場　文化会館談話室

●対象　どなたでも

●受講料　無料（要申込）

●持参物　カセットレコーダー

　　　　　（あれば）

●申込方法　窓口・電話・ファクス

●申込先　文化会館☎72-3737

観世流　謡曲
　素謡は謡い方の指導・物語の解説。

仕舞は基本的な型の動作や扇の持ち方、

開き方の体験です。思いきり声を出し

て古典芸能にふれてみませんか。

●日時　10月12日（土）・13日（日）

　　　　午後２時〜４時

●会場　生涯学習センター会議室１

●対象　11歳以上

●定員　10人

●受講料　無料（要申込）

●持参物　不要

※仕舞体験希望者は足のサイズをお知

らせください

●申込方法　電話

●申込先　今村義孝☎72-2764

楽譜が読めなくても大丈夫！
●受講料　無料（要申込）

●持参物　不要

●申込方法　窓口・電話・ファクス

●申込先　文化会館☎72-3737

※申込みをしなくても当日参加できます

《高齢者のための楽しいコーラス》
　60歳以上の人ならどなたでも参加できます。童

謡・唱歌・思い出のヒットソングなどを歌って、たく

さんの仲間と楽しい時間を過ごしましょう。

●日時　10月８日・29日、

　　　　11月12日・26日（全て火曜）

　　　　午後１時30分〜３時

●会場　文化会館小ホール

●対象　60歳以上

女性のためのコーラス
　歌は苦手だけど歌ってみたい、ハモってみたいとい

う女性の皆さん！童謡・唱歌・映画音楽など、美しい

詩とメロディを大切に、女声らしいハーモニーを楽し

く体験しましょう。

●日時　11月26日〜12月17日の火曜（全４回）

　　　　午前10時〜正午

●会場　文化会館小ホール

※12月10日のみ生涯学習センター七夕ホール

●対象　女性

女性と男性のためのコーラス（混声合唱）
　高校生以上ならどなたでも歓迎！童謡・唱歌・J-P

OP・洋楽からクラシックまで、ハモることの楽しさ

と仲間と歌声を合わせる楽しい時間を体験しましょう。

●日時　10月２日〜23日の水曜（全４回）

　　　　午後７時30分〜９時30分

●会場　文化会館小ホール

※10月16日のみ生涯学習センター七夕ホール

●対象　高校生以上

コーラスの全講座共通

１回だけでも

参加可能
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●期間　９月14日〜12月21日の土曜（全10回程度）

●時間　午前９時30分〜11時

●会場　市テニスコート（運動公園内）

●対象　中学生以上の初心者

●定員　６人※定員に満たない場合は開催しません

●受講料　6,000円

●申込方法　テニス協会事務局窓口で受講料を支払いのうえ申込み

●申込受付　９月８日（日）／午前11時から

※返金不可

●期日　10月13日（日）※雨天中止

●会場　市陸上競技場

●種目　ジュニアチームリレー（400m）

　　　　チーム編成：小学生６人１組

　　　　　　　　　　（50m×４人、100m×２人）

　　　　※100mは第１・６走者

　　　　競技開始：午後1時20分ごろ

●申込方法　申込書を窓口（野球場内）へ持参または、ファクス・Ｅメールで申込み

※申込書は、市野球場窓口・市ホームページから取得できます

※ファクス、Ｅメール送信後は確認の電話をお願いします

●申込締切　９月17日（火）／午後５時

一般チームリレー（400m）

①競争部門：４人１組のチームを作れば誰でも参加

　　　　　できます（100ｍ×４人）

②仮装部門：400mを仮装（持参）して走ります

競技開始：午後２時ごろ

運動会プログラムは

広報10月１日号に折り込みます

運動靴で

ご参加ください

「第25回市民ふれあい運動会」リレー参加チーム募集「第25回市民ふれあい運動会」リレー参加チーム募集

●申込・問合せ先　スポーツ振興課スポーツ推進係（市野球場内）☎75-2373ファクス75-2454

　　　　　　　　　〒838-0115　小郡市大保427-1　Ｅメールsports@city.ogori.lg.jp

第107期テニス（硬式）スクール受講生募集第107期テニス（硬式）スクール受講生募集

●申込・問合せ先　小郡市テニス協会事務局（小郡市小郡1225-1（有）小郡スポーツ内）

　　　　　　　　　☎72-5344※水曜定休日

　陸上競技場の広〜い芝生の上で、親子で楽しく、思いっきり

あそびましょう！アビスパ福岡のコーチがボールを使ったあそ

びを教えてくれますよ。

●日時　11月４日（月・休）／午前10時〜正午（受付９時30分〜）

●会場　市陸上競技場※雨天時は市体育館で開催

●対象　５歳〜小学３年生の親子（50組）

●指導　アビスパ福岡ホームタウン推進部コーチ

●参加料　親子１組300円（要申込）

●申込方法　①名前（親子とも）②学年（子どものみ）③住所

　　　　　　④電話番号を明記し、ファクス・Ｅメールで申込み

※申込後は、確認の電話をお願いします

●申込締切  10月31日（木）／午後５時

『グリーンパークみんなであそぼう！2019
in おごおり』参加者募集

『グリーンパークみんなであそぼう！2019
in おごおり』参加者募集

●申込・問合せ先　（一社）小郡市スポーツ協会事務局☎80-5970

　　　　　　　　　ファクス80-5967　Ｅメールsports@ogori-taikyo.org
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図 書 館だ よ り 市立図書館　☎72-4319　ファクス72-3501
開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　（金曜は午後８時まで）

講座受講者募集　　●申込方法　図書館カウンター・電話で申込み

録音図書製作
ボランティア養成講座
　視覚障がい者の人に、知り
たい情報の提供や読書を楽し
んでもらうため、録音図書を
製作する音訳ボランティアの
養成講座です。
●日程
　10月１日～11月26日の火曜
　（全８回、10月22日を除く）
●時間　午後２時～４時
●会場　図書館２階研修室
●対象　次の全てを満たす人
①音声訳、校正ボランティ
アとして活動を希望する人
②簡単なパソコン操作がで
きる人③全講座を受講でき
る人
●定員　15人（先着順）
●参加費　無料（要申込）

お仕事拝見　新聞記者編
～のぞいてみよう記者のお仕事、
書いてみようおすすめ書評～

　西日本新聞社小郡支局長の大
矢和世さんに、新聞記事の作り
方や、普段聞けない記者の仕事
などを伺います。また、短い字
数でどれだけの情報を伝えるこ
とができるのか。おすすめの本
の書評を書く体験コーナーもあ
ります。
●日時　９月21日（土）
　　　　午後２時～３時30分
●会場　文化会館小ホール
●対象　小学生～大人
●定員　30人程度
●持参物　おすすめしたい本
　　　　　１冊
●参加費　無料（要申込）

ストーリーテリングの
おはなし会
　本を使わずに語るおはなし
会です。耳だけで物語を聞く
おはなしの世界を一緒に味わ
ってみませんか？
●日時　９月23日（月・祝）
　　　　午後３時～３時30分
●会場　図書館
　　　　おはなしコーナー
●対象　小学生以上
　　　　（親子参加も可）
●定員　15人程度
●参加費　無料（要申込）

　９月16日は敬老の日。人生の先輩方に感謝しながら、年を重ねることについて考えてみ
ましょう。

老いる自分をゆるしてあげる。
上大岡　トメ／著　幻冬舎

孤独こそ最高の老後
松原　惇子／著　SBクリエイティブ

　孤独であることは、決してマイ
ナスではない――。ひとり女性の
老後を応援するNPO法人SSS（スリ
ーエス）ネットワークの代表理事で
ある著者が、孤独は不安、不幸だ
と感じている人に、人生を謳歌す
るためのメッセージを贈ります。

運転を続けるための認知症予防
浦上　克哉／著　　JAFメディアワークス

　高齢者の運転事故は、人ごとでは
なく、誰もが運転に不安を感じる時
がきます。まわりの高齢者、そして
自分自身のために、一読をおすすめ
したい本。

食べることへの支援
住み慣れた地域で自立した生活を送るために

　まだ私は若いから大丈夫！と思っ
ている人にも残念ながら平等に老い
は訪れます。衰えていく自分を嘆く
のではなく、加齢によるさまざまな
変化を観察しながら、上手に年を重
ねていけたら素敵ですね。この本は
そんなヒントをくれる１冊です。

田中　弥生・手塚　順子／編著　
第一出版
　人としての尊厳を失わず、その
時々を受け入れ人生を全うできる
よう、「最期まで口から食べる」こ
とが大切であるとして、まとめら
れた本。基本情報編と実践情報編
の２冊でしっかり学べます。
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11月生まれのお子さんの写真を募集します！
　写真にお子さんの名前（ふりがな）・性
別・生年月日、住所、電話番号、30字程度
のメッセージを添え、窓口・郵送・ホーム
ページのいずれかでお申し込みください。
※５歳まで（先着順）
●申込締切　10月４日（金）
●申込・問合せ先
　秘書広報課秘書広報係☎72-2111

図書館司書が選ぶ読み聞かせ絵本

H29.８.30
楠　敬心くん

けいしん

H26.９.24
大薮　弘夢くん

ひろむ

H30.９.18
高瀬　啓佐くん

けいすけ

H27.９.２
吉本　磨生くん

まいく

H30.９.27
吉武　優大くん

ゆうだい

H30.９.27
津田　栞汰くん

かんた

３歳おめでとう☆歌って
踊って、いつも笑わせて
くれるしおりが大好きだ
よ！

プリンセス大好きお喋り
栞子！4歳おめでとう♪
いつも笑顔にしてくれて
ありがとう！これからも
たくさん笑おうね

おめでとーーう☆パンパ
カパーン☆一緒に歌って
踊ってまいにちたのしく
すごそうね。

いつもみんなを笑顔にし
てくれてありがとう。こ
れからもすくすく成長し
てね。まいくのことが大
好きだよ！

１歳おめでとう！ニコニ
コ笑顔を振りまくたー坊
が大好きだよ。いっぱい
食べてもっともっと大き
くなってね！

５歳のお誕生日おめでと
う☆いつも笑顔をありが
とう。これからもたくさ
んの歌をきかせてね♪

１歳のお誕生日おめでと
う！これからもすくすく
元気に育ってね！たくさ
んの思い出を作っていこ
うね！

食いしん坊なかんちゃん、
すくすく元気に育って
ね！ 

３歳のお誕生日おめでと
う！いつも元気と笑顔を
ありがとう。頼もしいお
兄ちゃんになってね☆

好奇心旺盛な翔くん、お
誕生日おめでとう！これ
からもたくさん笑って、
お兄ちゃんと仲良く遊ぼ
うね。

１歳おめでとう！いつも
ニコニコでみんなの癒し
はなちゃん♡だいすき！

啓ちゃんお誕生日おめでと
う♪これからもモリモリ食
べて、元気いっぱい遊んで
ね！！

５歳のお誕生日おめでと
う。可愛い笑顔にみんな
癒されてるよ。元気いっ
ぱい楽しもうね。大好き
☆

H26.９.26
久保　珠愛ちゃん

めあ

　まだまだ暑い日が続きます。暑いと、どうしても外に出るのがおっくうになっ

てしまいますよね。そんな時、暑いのも楽しいかもと思わせてくれるのがこの絵

本です。

　夏真っ盛りの庭では、みんながお昼寝中です。そこに女の子がやってきて「に

わのみなさん　おきてください。あめだぞ　あめだぞ」とホースで水まきをはじめます。

　ページをめくるとまずダイナミックで躍動感あふれた絵に圧倒されますが、あおむしが登っている石垣は

亀の甲羅だったり、ダンゴムシが落ちたがけはお地蔵さまだったりと、生き物たちが丁寧に描写されていま

す。水をかけ終わって涼しくなった庭先で、浴衣を着ておすまし顔の女の子。

　こんな縦横無尽な水まきを一度はやってみたいものです。

市立図書館
で貸し出して

います

木葉井　悦子／作・絵　講談社

みずまき

９月

H30.９.４
江﨑　未華ちゃん

みはな

H27.９.５
手島　栞子ちゃん

かこ

H28.９.３
山下　航生くん

こうせい

H29.９.30
保家　朱里ちゃん

あかり

H30.９.19
馬場　工くん

たくみ

H28.９.17
竹中　詩織ちゃん

しおり

H30.９.21
小川　翔大くん

しょうた
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西鉄大保駅

つどいの広場ぽかぽか
（ひまわり館東野内）

地域子育て支援拠点事業（小郡市）

月～土曜日／午前９時～午後４時
日、祝日、ひまわり館の休館日お
よび年末年始はお休みです。利用
は無料で、予約不要です。

開室時間

■申問 つどいの広場 ぽかぽか
☎ 75-7077
　 tsudoi@san.bbiq.jp
〒 838-0106　小郡市三沢83-1
　　　　　　  （ひまわり館東野内）

つどいの広場 ぽかぽかは、就学前の乳幼児と、その家族がゆっくりと

過ごすことができるところです。お子さんとおもちゃで遊んだり、絵

本を読んだりして楽しくふれ合ってくださいね。

乳幼児の救命救急
〜乳幼児の一次救命処置・実技編〜

　乳幼児に対するAEDの取り扱い方や心肺蘇生法を学びます。大切なお子

さんを守るために、事故や病気に対する正しい知識といざという時の対応

を一緒に学びましょう！

★日時　10月２日（水）／午前９時30分〜正午

★会場　ひまわり館東野ホール

★対象　生後３か月（首がすわって）から就学前までの

　　　　お子さんの保護者

★講師　日本赤十字幼児安全法指導員　

★定員　20人（先着順・託児あり）

★参加費　若干の教材費がかかります（要申込）

★申込方法　９月10日（火）／午前９時から電話受付

小郡市子育て支援センターは、未就園のお子さんと
その家族のために、さまざまな事業を行っています。

問 小郡市子育て支援センター
☎ 73-5041　
　 kosodateshien5041@suo.bbiq.jp
市ホームページ（ホーム

▲

子育て教育▲

遊ぶ

▲

小郡市子育て支援センター）

こんなことしたよ

のびのび広場 のびのび広場

のびのび教室

参加者の声

のびのび教室

『水遊びとおもちゃ作り』

７月30日（火）
緑の里くろつち会館

◉ペットボトルのシャワーが楽しか
ったです。家でも作ってみます
◉顔に水がかかるのが苦手な息子も
楽しそうに参加していました
◉行く前から家でワクワクしていま
した！友だちとの水のかけ合いが
おもしろかったようです

のびのびキッズルーム

『水遊び』

７月12日（金）
ポピーの里あじさか館

◉天気も良くて、気持ちよさそうでし
た。子どもの楽しそうな顔をみて、
こちらも楽しくなりました
◉すごく楽しんでいて、嬉しかったで
す。家では準備が大変でなかなかで
きないのですごく助かりました

参加者の声

♪かなでの会♪
ファミリーサマーコンサート

◉久しぶりにゆったりとした気分で音楽を聴く
ことができました。癒されました
◉色々な楽器の演奏が楽しめました。想像して
いたより本格的で、子どもだけでなく私も楽
しめました
◉ディズニーの歌が大好きなので、本当に幸せ
な時間でした

参加者の声

７月25日（木）
七夕ホール（生涯学習センター内）
講師：かなでの会のみなさん

のびのび広場

AED

託児は、着替え・おむつやパンツ・

お茶・ビニール袋・タオルをバッグに

入れて持参してください（要記名）

のびのびキッズルーム
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国際テロ対策
不審者・不審物に関する情報提供にご協力ください！
　テロを未然に防止するためには、皆さんのご理解とご協力が不可欠
です。情報提供にご協力をお願いします。
●周囲をうかがいながら、公共施設などの周辺を何度も往復する人
●防犯カメラの位置や、警備員の配置場所を確認する人
●駅、空港など、人が多数集まる場所に放置されている荷物
など、「おやっ」と思ったときは110番通報してください。

爆発物の原料となり得る化学物質を販売する
事業者の皆さんへお願い！
　テロ防止には、テロに使う爆発物を作らせないための対策が重要で
す。「個人使用には不自然な量の購入」「使用目的が曖昧」など、不審な
人物を発見した場合は110番通報してください。

小郡市消費生活相談室
☎27-5188

小 郡 警 察 署

消 費 生 活 相 談 室 窓口開設日
　毎週月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

小郡警察署　☎73-0110
福岡県警ホームページ
http://www.police.pref.fukuoka.jp

どうしよう？困ったときは、消費者ホットライン188（いやや！）にご相談を

久留米広域消防本部
三井消防署
☎72-5101ファクス72-5948こ ち ら １ １ ９毎

防
月 ９ 日 は
火 の 日

一人でも多くの命を救うために、救急車の適正利用をお願いします！

　消費生活のトラブルやわからないことを相談したい！…でも、電話番号がわからない！こ
んな時は消費者ホットライン188（いやや！）をご利用ください。お近くの消費生活相談窓口
をご案内します。

●「悪質商法などによる被害にあった」「この契約、何かおかしい…」などの消費者トラブルで
困ったら、一人で悩まず、全国どこからでも３桁の電話番号でつながる消費者ホットライ
ン「188（いやや！）」にご相談ください。専門の相談員がトラブル解決をお手伝いします。

●小郡市消費生活相談室は、市民の皆さんのために消費生活上の相談業務を行う窓口です。
相談は電話や面談で受け付け、問題解決のためのアドバイスやあっせんを行っています。
相談は無料で、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。

　救急車の出動件数は、年々増加し続けています。緊急ではないのに救急車を要請すると、本当に救急車を必要と
している人への到着が遅れ、救える命が救えなくなる恐れがあります。

困ったときは一人で悩まずに、小郡市消費生活相談室にご相談ください！　

消費者庁　消費者
ホットライン188

イメージキャラクター
「イヤヤン」

でもこんなときは…すぐ119！
頭、顔
●突然の激しい頭痛
●顔半分がうごきにくい、しびれる
●ろれつがまわらない
●ものが二重にみえる

胸、背中
●突然の激痛
●急な息切れ、呼吸困難
●締め付けられるような痛みや圧迫感が２～３分以上続く
●痛む場所が移動する

迷ったときは「#7119」に電話！
　福岡県救急医療センターでは、急な病気やケガ
で、救急車を呼ぶか迷った場合に、医療機関の受
診や救急車の利用（119番通報）などについて、看
護師などがアドバイスします（24時間対応）。ま
た、最寄りの医療機関の案内も行います。
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○刑法犯発生件数 171件（－53件）
○交通事故発生状況
　発生件数 184件（－９件）
　死者数 ０人（－３人）
　負傷者数 234人（＋１人）
※（　）は、昨年同月比を示す

小郡警察署管内の犯罪・交通事故の発生状況
（令和元年７月末現在）

■H30　■R１

万引き自転車盗オートバイ盗部品盗車上ねらい空き巣
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●問合せ先　健康課健康推進係☎72-6666

9月24～30日は結核予防週間です

あすてらす健康相談室の案内

健康相談（予約制）、血圧測定、検尿などを行っています。お気軽にお越しください。☎72-6467

毎週月〜金曜日　午前９時〜11時／午後１時〜４時（あすてらす休館日を除きます）

　「結核」は過去の病気だと思っていませんか。結核は今なお全国で年間約17,000人

の新たな患者が発生し、約2,000人が命を落としている病気です。

結核はどんな病気？
　結核は、結核菌によって引き起こされる感染症です。結核を発病し、結核菌を排菌している人の咳や

くしゃみには、結核菌が含まれています。排出された菌を周りの人が直接吸い込むことによってうつり

ます。

　結核菌は吸い込んでも、多くの場合、体の抵抗力などにより排出されます。しかし、結核菌は体内に

とどまったのち、再び活動を開始し発症することがあります。また、肺以外の腎臓、骨、脳など身体の

あらゆる部分に影響を及ぼすこともあります。

高齢者は特にご注意を
　結核患者の多くを高齢者が占めており、平成29年に新たに結核と診断された人の約６割が、70歳以上

の高齢者でした。高齢者は、典型的な症状が出にくいため、重症化しやすい傾向にあります。また、以

前に感染していたものが発症しないまま長い潜伏期間を経て、高齢となり免疫力が落ちたきっかけで発

病することがあります。

こんなときはすぐに病院へ
　次のような症状があるときは、症状を放置せずに

医療機関に相談しましょう。

・咳や痰、微熱が２週間以上続いている

・体重が減ってきた　・食欲がない

・寝汗をかく　　　　・身体がだるい

結核を予防・早期発見するために
　結核の予防には、体の免疫力を高めることが重要です。規則正しい

生活を送り、栄養バランスのいい食事と充分な睡眠、適度な運動を心

がけましょう。

　また、発症の予防として、次の対策も行いましょう。

●乳幼児期はBCG接種を

　乳幼児は免疫力が弱いため、結核菌に感染すると重症になりやすく、生命にかかわることがありま

す。乳幼児の結核予防にはBCG接種が有効です。結核の重症化を防ぐワクチンとして、生後１歳までは

無料で接種できます。

●健康診断を受け、症状があれば早めに受診しましょう

　BCGの予防効果は10数年で切れるといわれていま

す。乳幼児の時にBCG接種を受けた人も、成人になっ

たら定期的に結核の健康診断を受け、症状があれば

早めに医療機関を受診しましょう。

　市は、11月下旬にかけて、健康診査を行

っています。４月下旬に対象者へ健康診査

の案内を送付していますので、日程を確認

のうえ、お早めに申込みをお願いします。
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身近なところから「健康づくり」を始めてみませんか
「食生活改善推進員養成講座」受講生募集

01
お知らせ

　食生活に関する正しい知識を学び、自分や家族、地域のために、健康づくり活動を行う「食生活改善
推進員（ヘルスメイト）」を養成する講座です。小郡市の食生活改善推進員の組織「小郡市健康を守る母の
会（通称：健母の会）」に所属し、学習を継続しながら、健康づくり活動に一緒に取り組みませんか。

★時間　午前９時30分～11時30分
　　　　（調理実習の日は午後１時30分まで）
★対象　市内在住で、受講修了後に食生活改善
　　　　推進員として活動できる人
★会場　あすてらす
★定員　25人（先着順）
★参加費　無料
　　　　　（別途テキスト代2,000円程度）
★申込方法　窓口・電話（土日祝日を除く）
★申込締切　９月30日（月）
※申込者には、10月中旬に案内を郵送します

内　　　　容期　日

１／21（火）

２／４（火）

生活習慣病予防のための食事、
献立作成と調理実習
食品衛生、
生活習慣病予防のための運動

２／19（水）
20（木）

※いずれか

健康を守る母の会研修会へ参加、
調理実習

お知らせ　

　もし、あなたが悩みを抱えていたら、もし、あなたの周りに悩みのある人がいたら、ぜひ相談してく
ださい。

いのち支える～あなたにできることがあります～
９月10日～16日は自殺予防週間です。ひとりで悩まず相談を

02

問福祉課障がい者福祉係☎72-2111

■申問健康課総務係（あすてらす１階）☎72-6666

開講式、食生活改善推進員の役割11／12（火）
国民の健康状況、健康日本21、
調理実習11／26（火）

栄養の基礎知識、年代別の食育12／10（火）

これからの活動の進め方、閉講式３／３（火）

相談窓口 電話番号 受付時間
ふくおか自殺予防ホットライン 092-592-0783 年中無休／24時間
福岡いのちの電話 092-741-4343 年中無休／24時間
こころの相談電話 092-582-7400 月～金／午前９時～正午、午後１時～４時
心の電話（筑後） 36-1313 月水金／午後１時～４時
チャイルドライン（18歳まで） 0120-99-7777 12月29日～１月３日休み／午後４時～９時
福岡県精神保健福祉センター 092-582-7500 月～金／午前８時30分～午後５時15分
北筑後保健福祉環境事務所 0946-22-3965 月～金／午前８時30分～午後５時15分
よりそいホットライン 0120-279-338 年中無休／24時間
SNS相談事業「厚生労働省SNS相談」で検索 月火木金日／午後５時～10時30分
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くらしの情報
l i v i n g  i n f o r m a t i o n

市役所☎72-2111（代表）
F73-4466　　　



03
お知らせ

　農業経営基盤強化促進事業による、秋の利
用権設定の受付を行います。利用権設定によ
る農地の貸借を希望する人は、申請手続をお
願いします。
★実施地区　市内全域の農地
※市街化区域内の農地を除く
★申込締切　９月30日（月）
※土日祝日を除く

04
職員募集

★募集人員　１人
★職務内容　適応指導教室での児童・生徒の
　　　　　指導
★受験資格　小学校または中学校の教員免許

を持ち、教育相談・学習指導な
どに必要な知識・経験・技能を
持つ人

★任用期間　10月１日～令和２年３月31日
★勤務条件　週４日勤務
★勤務場所　市教育センター（二森435-1）
★報酬　月額145,000円、費用弁償あり
★社会保険等　健康保険、厚生年金、雇用保
　　　　　　険、公務災害補償等あり
★休暇　年次有給休暇のほか夏季休暇等の
　　　　特別休暇（無給休暇を含む）あり
★試験日　９月27日（金）
★試験内容　作文、面接
※申込者に対し、後日詳細を通知します
★申込方法　市販の履歴書を持参・郵送
※資格証明書の写しを添付
★申込締切　９月20日（金）／午後５時必着

教育相談員募集
（非常勤嘱託職員）

■申問教務課教務係（西別館３階）☎72-2111
〒838-0198　小郡市小郡255-1

■申問農業委員会事務局（南別館２階）
☎72-2111

05
職員募集

★募集人員　①考古系嘱託 １人
　　　　　　②歴史系嘱託 １人
★職務内容
　①埋蔵文化財発掘調査、調査報告書作成
　②文化財普及啓発、市史資料管理
★受験資格　普通自動車免許を持ち、大学ま

たは大学院で①考古学②歴史学
を専攻し修了した人、または同
等以上の専門的知識や技術を持
つ人※修了見込みも可

★任用期間　1 1月１日～令和２年３月31日
★勤務条件　週５日勤務、午前８時30分～
　　　　　　午後５時（土日祝日の勤務あり）
★勤務場所　埋蔵文化財調査センター
★給与　月額200,000円、期末手当・時間外
　　　勤務手当・通勤手当あり
★社会保険等　健康保険、厚生年金、雇用保
　　　　　　険、公務災害補償等あり
★休暇　年次有給休暇のほか、夏季休暇等の
　　　特別休暇（無給休暇を含む）あり
★試験日　10月９日（水）
　　　　　午前９時30分～
　　　　　（受付９時～）
★試験会場　埋蔵文化財調査センター
★試験内容　筆記試験、作文、面接
※申込者に対し、後日詳細を通知
★申込方法　市販の履歴書を持参・郵送
※調査歴がある場合は、A4大の用紙にまと
めたものを添付
★申込締切　９月30日（月）／午後５時必着

文化財調査員募集
（常勤嘱託職員）

■申問文化財課文化財係☎75-7555
〒838-0106　小郡市三沢5147-3　

利用権設定申請（農地の
賃貸借等契約）の受付
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蓄
、
就
業
状
況
、
住
居
に
関

す
る
事
項
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

調
査
期
間　

10
月
〜
11
月

調
査
対
象

　

抽
出
に
よ
り
選
ば
れ
た
２
人
以

上
の
世
帯
・
単
身
世
帯

回
答
方
法　

①
紙
の
調
査
票
で
回

答（
調
査
員
へ
の
提
出
ま
た
は

郵
送
）②
オ
ン
ラ
イ
ン
で
回
答

※
調
査
員
は
、
顔
写
真
の
入
っ
た

「
証
査
員
証
」を
携
帯
し
て
い
ま

す
問
人
事
法
制
課
法
制
係

☎
７
２
・
２
１
１
１

　

人
は
、
古
く
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
動
物
た
ち
と
関
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
時
に
は
自
ら
の
生
命
を
保

つ
た
め
の
糧
と
し
て
、
ま
た
労
働

力
と
し
て
、
祭
祀
に
関
わ
る
造
形

物
と
し
て
。
小
郡
市
で
は
こ
れ
ま

で
の
発
掘
調
査
で
、
動
物
を
か
た

ど
っ
た
遺
物
が
多
数
出
土
し
て
い

ま
す
。
過
去
の
人
と
動
物
と
の
関

わ
り
を
紐
解
く
、
展
示
会
を
開
催

し
ま
す
。

会
期　
９
月
７
日（
土
）

〜
12
月
１
日（
日
）

入
館
料　

無
料

関
連
行
事
　
特
別
展
記
念
講
演
会

日
時　

10
月
12
日（
土
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

講
師　

西
村
直
人
さ
ん

　
　
　
（
㈱
糸
島
ジ
ビ
エ
研
究
所
）

演
題　
「
古
代
の
動
物
と
食
」

参
加
費　

無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法　

電
話
・
フ
ァ
ク
ス
・

は
が
き
で
氏
名
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
申
込
み

※

当
日
参
加
も
可

■会 場   
■申
問

　

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
７
５
・
７
５
５
５

F
７
５
・
２
７
７
７

〒
８
３
８―

０
１
０
６

　

小
郡
市
三
沢
５
１
４
７

－

３

　

下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
小
郡
市
と
他
市
町
合

同
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

下
水
道
の
役
割
や
仕
組
み
、
使
い

方
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
。

日
時　
９
月
８
日（
日
）／
午
前
10

時
〜
午
後
１
時（
雨
天
決
行
）

会
場　

宝
満
川
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
メ
イ
ン
会
場
）、
福
童
浄
化
セ

ン
タ
ー（
サ
ブ
会
場
）

内
容　

施
設
見
学
会
、
ビ
デ
オ
上

映
、
生
物
観
察
、
パ
ネ
ル
展
示
、

お
か
し
つ
か
み
、
缶
バ
ッ
ジ
配

布
、
コ
ン
ポ
ス
ト
配
布
、
下
水

道
ク
イ
ズ（
メ
イ
ン
会
場
の
み
）、

お
も
ち
ゃ
釣
り（
サ
ブ
会
場
の

み
）な
ど

参
加
費　

無
料

問
下
水
道
展
実
行
委
員
会
事
務
局

（
宝
満
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
５
・
１
４
０
０

被
災
し
た
場
合
の
国
税
に
関

す
る
申
告
な
ど
の
期
限
の
延

長
・
納
税
の
猶
予
に
つ
い
て

下
水
道
展
２
０
１
９

「
下
水
道　
見
え
な
い

し
ご
と
に　
金
メ
ダ
ル
」

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

特
別
展「
動
物
の
考
古
学
」

全
国
家
計
構
造
調
査
が

　
　
10
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

お
知
ら
せ

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

電
池
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

▲鶏形土製器
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小
郡
市
を
縦
断
す
る
宝
満
川
の

東
岸
に
は
、
江
戸
時
代
の
街
道
が

あ
り
ま
し
た
。
久
留
米
藩
領
の
松

崎
・
府
中
・
羽
犬
塚
宿
を
通
り
、

熊
本
を
経
由
し
て
鹿
児
島
へ
と
至

る
こ
の
街
道
は「
薩
摩
街
道
」と
呼

ば
れ
ま
す
。
久
留
米
藩
を
は
じ
め
、

薩
摩
・
肥
後
・
柳
川
藩
の
諸
大
名

た
ち
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
一

緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　
９
月
28
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午
ご
ろ

　
　
　
（
受
付
８
時
30
分
〜
）

※

少
雨
決
行

集
合
場
所　

甘
鉄
松
崎
駅
前

行
程　

甘
鉄
松
崎
駅
↓
松
崎
宿
旅

籠
油
屋
↓
松
崎
宿
南
構
口
↓
下

岩
田
一
里
塚
跡
↓
古
飯
町
北
枡

形
↓
高
松
家
↓
諏
訪
神
社
↓
御

井
・
御
原
郡
境
石
↓
光
行
土
居

↓
西
鉄
古
賀
茶
屋
駅（
解
散
）

※

一
部
バ
ス
を
使
用
し
ま
す

参
加
費　

無
料

持
参
物

　

帽
子
、
水
筒
、
タ
オ
ル
な
ど

※

申
込
不
要
で
す
が
、
10
人
以
上

の
団
体
で
参
加
す
る
場
合
は
事

前
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

☎
７
５
・
７
５
５
５

　

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
、
東
洋
一
の
可
動
式
鉄
橋

で
あ
っ
た
筑
後
川
昇
開
橋
。
以
前

は
、
こ
の
橋
に
も
鉄
道
が
走
っ
て

い
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
展
で
は
、
昇

開
橋
の
よ
う
な
、
か
つ
て
筑
後
地

区
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
路
線

網
の
中
の
鉄
道
遺
産
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

会
期　
９
月
18
日（
水
）

〜
12
月
15
日（
日
）　

観
覧
料　

無
料

■会場
問
九
州
歴
史
資
料
館

☎
７
５
・
９
５
７
５

　

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
に
持
ち
込

ま
れ
た
家
具
類
で
、
再
利
用
で
き

る
よ
う
に
修
理
し
た
も
の
を
展

示
・
販
売
し
ま
す
。

日
時　
９
月
18
日（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

正
午
〜
午
後
１
時
は
昼
休
み

対
象　

小
郡
市
、
筑
紫
野
市
、

　
　
　

基
山
町
の
在
住
者

展
示
品
目　

家
具
類

　
　
　
　
　
（
約
２
０
０
点
）

※

販
売
品
の
一
部
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
予
定

※

下
見
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

販
売
価
格　
２
，
０
０
０
円
以
下

※

購
入
は
１
人
２
点
ま
で

注
意　

配
達
不
可
。
持
ち
帰
り
が

で
き
な
い
場
合
は
、
９
月
30
日

ま
で
に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い

■会場
問
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満

☎
０
９
２
・
９
２
６
・
５
３
０
０

　

原
付
と
自
動
二
輪
の
正
し
い
乗

り
方
や
、
点
検
整
備
の
要
領
、
運

転（
実
技
）訓
練
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
９
月
23
日（
日
・
祝
）／
午

前
11
時
〜
午
後
１
時
25
分（
受

付
10
時
30
分
〜
）

※

雨
天
中
止

会
場　

小
郡
自
動
車
学
校

対
象　

①
原
付
・
自
動
車
運
転
免

許
取
得
者
②
小
郡
市
・
大
刀
洗

町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
人

■申
問
テ
イ
ク
ワ
ン

☎
４
８
・
１
５
７
７

　

就
職
を
希
望
す
る
障
が
い
の
あ

る
人
が
、
企
業
の
人
事
担
当
者
と

直
接
面
談
で
き
ま
す
。

日
時　
９
月
20
日（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
10
分
〜
４
時

会
場　

久
留
米
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ

　
　

ー
ビ
ル

参
加
費　

無
料（
申
込
不
要
）

持
参
物　

履
歴
書

問
久
留
米
公
共
職
業
安
定
所

☎
３
５
・
８
６
０
９

日
時　

10
月
５
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
55
分

〜
午
後
２
時
15
分　

※

雨
天
時
は
、
体
育
館
で
短
縮
し

て
開
催

内
容　

ダ
ン
ス
、
各
種
競
技
な
ど

■会場
問
小
郡
特
別
支
援
学
校

☎
７
３
・
３
４
３
７

日
時　
９
月
18
日（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場　

あ
す
て
ら
す
２
階

　
　
　

研
修
室
１

対
象　

う
つ
病
・
抑
う
つ
状
態
と

診
断
さ
れ
た
人
の
家
族
な
ど

内
容　

茶
話
会
な
ど　
　
　

※

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す

問
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

☎
７
２
・
２
１
１
１

日
時　
９
月
20
日（
金
）

　
　
　

午
後
０
時
15
分
〜
３
時

集
合　

人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
１
階
大
集
会
室
）

対
象　

市
内
在
住
者

内
容　

住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム

　
　

を
２
か
所
見
学
し
ま
す

定
員　

20
人（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話

申
込
締
切　
９
月
17
日（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
５
時

■申
問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
２
・
２
１
１
１

障
害
者
雇
用
促
進
面
談
会

う
つ
病「
家
族
広
場
」

小
郡
特
別
支
援
学
校
運
動
会

史
跡
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

め
ぐ
る『
参
勤
交
代
の
道
ハ

イ
キ
ン
グ
〜
在
郷
町
古
飯
を

歩
く
〜
』

九
州
歴
史
資
料
館
パ
ネ
ル
展

「
福
岡
鉄
道
遺
産
も
の
が
た

り
７
〜
筑
後
地
区
編
〜
」

リ
サ
イ
ク
ル
品

　
　
　
展
示
・
即
売
会

原
付
と
自
動
二
輪
の

　
　
　
安
全
運
転
講
習
会

介
護
家
族「
笑
顔
の
つ
ど
い
」
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日
時　

11
月
９
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※

小
雨
決
行

会
場　

イ
オ
ン
小
郡
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
１
階
北
側
駐
車
場

募
集
ブ
ー
ス　

　

約
１
０
０
ブ
ー
ス（
抽
選
）

※

１
ブ
ー
ス
間
口
２
．
５
ｍ×

奥

行
５
ｍ（
１
人
上
限
２
ブ
ー
ス
）

注
意　

①
車
出
店
で
は
あ
り
ま
せ

ん
②
飲
食
品
の
出
店
・
販
売
は

で
き
ま
せ
ん
③
申
込
者
の
市
内

外
在
住
は
問
い
ま
せ
ん
④
出
店

場
所
は
主
催
者
が
決
定
し
、
当

日
指
示
し
ま
す
⑤
上
記
の
事
項

や
主
催
者
の
指
示
に
従
わ
な
い

場
合
は
、
出
店
を
お
断
り
し
ま

す
出
店
料（
１
ブ
ー
ス
あ
た
り
）

　

市
内
在
住　

１
，
０
０
０
円

　

市
外
在
住　

２
，
０
０
０
円

※

当
日
受
付
で
徴
収

申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
、
代

表
者
の
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

氏
名
④
電
話
番
号
⑤
申
込
ブ
ー

ス
数
⑥
出
店
品
目
を
明
記
し
、

申
込
み
。
返
信
用
は
が
き
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明

記

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
募
集
要
領
を
ご
覧
く

だ
さ
い

申
込
締
切　

　

10
月
11
日（
金
）消
印
有
効

※

結
果
は
、
10
月
18
日（
金
）ま
で

に
発
送
し
ま
す

■申
問
小
郡
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　

七
夕
市
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
商
工
・
企
業
立
地
課
内
）

☎
７
２
・
２
１
１
１

〒
８
３
８

－

０
１
９
８

　

小
郡
市
小
郡
２
５
５

－
１

　

障
が
い
者
支
援
施
設「
翔
朋
学

園
」は
、
施
設
利
用
者
と
地
域
の

人
が
一
緒
に
楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い

祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
裏
方
、

販
売
、
駐
車
場
の
整
理
な
ど
を
行

っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祭
り
開
始
は
11
時
か
ら

※

活
動
時
間
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

会
場　

翔
朋
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■申
問
翔
朋
学
園

☎
７
５
・
４
１
９
０

　

身
近
に
見
ら
れ
る
山
野
草
と
親

し
み
、
樹
木
や
山
野
草
に
つ
い
て

み
ん
な
で
語
り
合
い
な
が
ら
、
自

然
を
理
解
す
る
場
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

※

本
事
業
は
、
市
の
市
民
提
案
型

協
働
事
業
に
採
択
さ
れ
て
い
ま

す
場
所　

三
沢
遺
跡
の
森
内
小
郡
市

　
　

遊
休
地

対
象　

小
郡
市
近
郊
在
住
者

定
員　

20
人（
先
着
順
）

育
む
会
年
会
費　
１
，
０
０
０
円

申
込
方
法　

は
が
き
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
①
氏
名
②
年
齢
③
住
所
④
電

話
番
号
を
明
記
し
、
申
込
み

■申
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
三
沢
遺
跡
の
森

を
育
む
会（
宮
川
）

☎
０
９
０
・
７
１
６
５
・
３
６
１
５

〒
８
３
８

－

０
１
０
３

　

小
郡
市
三
国
が
丘

　
　
　
　
　

一
丁
目
１
７
７

m
itsusaw

a.iseki@
gm
ail.com

　

フ
ィ
リ
ピ

ン
人
と
日
本

人
の
両
親
の

も
と
大
阪
市

内
の
被
差
別

部
落
に
生
ま
れ
た
三
木
さ
ん
は
、

と
よ
な
か
国
際
交
流
協
会
職
員
と

し
て
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
子
ど

も
た
ち
の
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、

各
地
で
講
演
や
執
筆
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
・

ル
ー
ツ
が
あ
る
社
会
で
、
誰
も
が

自
分
ら
し
く
生
き
る
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
か
、
一
緒
に
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

10
月
４
日（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
30
分
〜
９
時

講
師　

三
木
幸
美
さ
ん（
と
よ
な

か
国
際
交
流
協
会
職
員
）

入
場
料　

無
料（
申
込
不
要
）

※

手
話
通
訳
・
託
児
あ
り（
託
児

は
９
月
26
日
ま
で
に
要
申
込
）

■会場
問
人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
８
０
・
１
０
８
０

　

県
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
、

豊
か
な
知
識
や
経
験
を
生
か
し
て

地
域
の
子
育
て
支
援
の
現
場
で
活

躍
し
て
も
ら
う
た
め
の「
ふ
く
お

か
子
育
て
マ
イ
ス
タ
ー
」制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
マ
イ
ス
タ
ー

認
定
の
た
め
の
研
修
会
を
開
催
し

ま
す
。
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
間

　

９
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）　

10
月
１
日（
火
）・
３
日（
木
）

　
　
　

７
日（
月
）・
８
日（
火
）

　
　
　

11
日（
金
）

会
場　

久
留
米
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

対
象　

60
歳
以
上
で
子
育
て
支
援

　
　

活
動
に
関
心
の
あ
る
人

定
員　

50
人（
先
着
順
）

申
込
締
切　
９
月
11
日（
水
）

受
講
料　

無
料

■申
問
県
70
歳
現
役
応
援
セ
ン
タ
ー

内「
ふ
く
お
か
子
育
て
マ
イ
ス

タ
ー
」コ
ー
ナ
ー

☎
０
９
２
・
４
８
１
・
１
３
１
２

翔
朋
学
園
　
ふ
れ
あ
い
祭
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

野
草
園
を
作
る
会
員
募
集

「
ふ
く
お
か
子
育
て

マ
イ
ス
タ
ー
」認
定
研
修
会

教
室
・
講
座

第
59
回
小
郡
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
七
夕
市
出
店
者
募
集

募
　
　
集

人
権
教
育
啓
発
セ
ン
タ
ー

公
開
講
座

「『
私
』か
ら
は
じ
め
る

『
私
た
ち
』の
多
様
性
社
会
」
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小
郡
市
で
保
育
の
仕
事
へ
再
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
を
対
象
に
研

修
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

10
月
４
日（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

会
場
　
ひ
ま
わ
り
館
東
野

　
　
　

大
ホ
ー
ル

対
象　

保
育
士
資
格
、
幼
稚
園
教

諭
免
許
を
持
つ
人
、
子
育
て
支

援
員
研
修
受
講
者

テ
ー
マ　
「
や
っ
て
み
よ
う
！
〜

さ
く
ら
・
さ
く
ら
ん
ぼ
の
リ
ズ

ム
あ
そ
び
〜
」

参
加
費　

無
料

申
込
方
法　

窓
口
・
電
話

託
児　

無
料（
９
月
30
日（
月
）ま

で
に
要
申
込
）

■申
問
保
育
所
・
幼
稚
園
課
保
育
支

　

援
係（
あ
す
て
ら
す
１
階
）

☎
７
２
・
６
６
６
６

　

あ
な
た
は
子
ど
も
に
心
肺
蘇
生

法
が
で
き
ま
す
か
。
あ
な
た
の
勇

気
と
行
動
が
、
命
を
救
う
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
講
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

10
月
25
日（
金
）／
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

三
井
消
防
署
本
署

　
　
　

２
階
会
議
室

内
容　

小
児
救
命
の
た
め
の
講

習
・
実
技（
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
、
そ
の
他
応
急
処
置
）

定
員　

30
人
程
度

参
加
費　

無
料（
要
申
込
）

申
込
方
法　

窓
口
・
電
話

■申
問
三
井
消
防
署

☎
７
２
・
５
１
０
１

※

三
井
・
三
国
出
張
所
で
も
受
付

　

行
政
の
耐
震
改
修
補
助
制
度
や

木
造
一
戸
建
て
住
宅
の
耐
震
診
断

・
補
強
方
法
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。
木
造
住
宅
模
型
を
使
っ
た
倒

壊
実
験
や
、
地
震
体
験
車
で
実
際

に
熊
本
地
震
・
震
度
７
の
揺
れ
を

体
感
で
き
ま
す
。
司
会
は
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
で
活
躍
中
の
徳
永
玲

子
さ
ん
で
す
。

日
時　
９
月
14
日（
土
）／
午
後
２

時
〜
５
時（
受
付
１
時
〜
）

会
場　

久
留
米
市
役
所
２
階
く
る

み
ホ
ー
ル
、
両
替
町
公
園（
地

震
体
験
車
）

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料（
要
申
込
）

■申
問（
一
社
）福
岡
市
耐
震
推
進
協

議
会

☎
０
９
２
・
８
６
１
・
９
８
１
０

期
日　

10
月
10
日（
木
）／
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
10
分
、
11
日

（
金
）／
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

50
分（
受
付
８
時
30
分
〜
）

会
場　

久
留
米
広
域
消
防
本
部

　
　
　

４
階
訓
練
室

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

受
講
料　
４
，
５
０
０
円

申
込
方
法　

久
留
米
広
域
消
防
本

部
各
消
防
署
警
防
課
の
窓
口

申
込
期
間　
９
月
11
日（
水
）〜
25

日（
水
）※

土
日
祝
日
を
除
く

■申
問
三
井
消
防
署
警
防
課

☎
７
２
・
５
１
０
１

期
日　

10
月
15
日（
火
）

　
　
　

・
16
日（
水
）・
17
日（
木
）

　
　
　

・
24
日（
木
）・
25
日（
金
）

時
間　

午
前
10
時
〜

※

終
了
時
間
は
日
程
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す

会
場　

　

久
留
米
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク

対
象　

介
護
未
経
験
者

内
容　

介
護
に
関
す
る
基
本
的
な

　
　

知
識
の
習
得

定
員　

50
人（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料（
要
申
込
）

■申
問
福
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

人
材
・
情
報
課

☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３
３
１
０

　

県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所
で

は
、
電
話
と
面
談
に
よ
る
職
場
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト（
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ

ク
ハ
ラ
、
マ
タ
ハ
ラ
）の
集
中
相

談
会
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
料
は

無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す（
予

約
不
要
）。
ま
た
、
相
談
内
容
に

よ
り
弁
護
士
と
も
連
携
し
対
応
し

ま
す
。

日
時　

９
月
11
日（
水
）・
12
日

（
木
）／
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
受
付
は
７
時
30
分
ま
で
）

■会場
問
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務

所（
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階
）

☎
３
０
・
１
０
３
４

　

土
地
・
建
物
の
相
続
や
売
買
な

ど
の
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
土
地

の
境
界
に
関
す
る
こ
と
、
戸
籍
・

国
籍
の
届
出
や
人
権
問
題
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

相
談
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
法
務
局
職
員
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
公
証
人
、
人

権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

10
月
６
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

申
込
締
切　

10
月
４
日（
金
）

■会 場   

■申
問
福
岡
法
務
局
民
事
行
政

調
査
官
室

☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９
３
８
３

○
香
典
返
し
寄
附
者（
敬
称
略
）

　

西
福
童　

林
勝
己（
亡
夫
春
一
）

○
一
般
寄
附（
敬
称
略
）

　

平
方　

井
手
康
夫

法
務
局
休
日
相
談
所

木
造
住
宅
の

　
耐
震
向
上
セ
ミ
ナ
ー

介
護
未
経
験
者
向
け

入
門
研
修

第
３
回

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

潜
在
保
育
士
研
修

　
　
　
レ
ッ
ツ
ト
ラ
イ
！

第
３
回
普
通
救
命
講
習
会

（
小
児
救
命
）

相
　
　
談

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

集
中
相
談
会

〜
小
郡
市
社
会
福
祉
協
議
会
〜

お
　
　
礼
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が
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い　

 

で  
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も
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

そ 

じ
ょ
う

郡
市
に
は
多
く
の
た
め
池
が
あ
り
ま

す
。
オ
ニ
バ
ス
な
ど
貴
重
な
水
生
生

物
が
生
息
し
、
鴨
な
ど
多
く
の
野
鳥
が
飛
来

す
る
た
め
池
は
、
市
を
代
表
す
る
自
然
の
風

景
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、

農
業
が
発
展
し
た
江
戸
時
代
以
降
に
造
ら
れ
、

現
在
で
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

た
め
池
と
と
も
に
、
市
南
部
の
農
地
の
灌

漑
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
、

宝
満
川
の
稲
吉
堰
で
す
。
造
ら
れ
た
の
は
江

戸
時
代
前
期
の
正
保
４
年（
１
６
４
７
）年
で
、

工
事
の
監
督
は
、
久
留
米
藩
普
請
奉
行
の
丹

羽
頼
母
重
次
で
し
た
。
こ
の
堰
の
完
成
に
よ

り
灌
漑
面
積
が
大
き
く
増
え
、
現
在
の
小
郡

市
の
農
業
の
基
盤
を
築
き
ま
し
た
。

　

小
郡
校
区
は
台
地
上
に
あ
り
、
宝
満
川
か

ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
古
く
か
ら
農
業
用
水

の
確
保
に
苦
労
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

人
々
が
着
目
し
た
の
が
、
西
側
を
流
れ
る
秋

光
川
で
す
。
江
戸
時
代
、
小
郡
村
の
人
々
は
、

秋
光
川
が
流
れ
る
対
馬
藩
田
代
領
の
村
々
と

何
度
も
交
渉
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
時
に
は

水
争
い
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
、

元
禄
３
年（
１
６
９
０
）に
始
ま
る
豆
田
井
手

を
め
ぐ
る
争
い
が
あ
り
ま
す
。

　

豆
田
井
手
は
、
秋
光
川
に
設
け
ら
れ
て
い

た
堰
で
す
。
現
在
の
井
手
籠
橋
付
近
に
田
代

領
野
口
村
が
造
っ
た
も
の
で
、
当
時
は
田
代

領
４
か
村
と
小
郡
村
の
計
５
か
村
で
利
用
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
幕
府
領（
天
領
）だ
っ

た
寺
福
童
村
は
、
小
郡
村
か
ら
水
を
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
が
、
豆
田
井
手
か
ら
の
水
の
正

当
な
権
利
者
で
あ
る
と
し
て
、
幕
府
の
天
草

代
官
所
に
訴
状
を
出
し
た
の
で
す
。
こ
の
水

争
い
は
、
元
禄
１
０
年（
１
６
９
７
）に
天
草

代
官
所
に
よ
っ
て
、「
田
代
領
の
村
と
の
正

当
な
権
利
者
は
小
郡
村
の
み
」で
、「
寺
福
童

村
へ
の
水
の
配
分
は
小
郡
村
と
の
協
議
事
項

で
あ
る
」と
決
定
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
小
郡
駐
屯
地
前
の
信
号
か
ら

約
２
５
０
ｍ
北
側
に
進
む
と
、「
池
内
孫
右

衛
門
翁
之
碑
」が
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後

期
の
文
政
年
間
、
小
郡
町
庄
屋
の
池
内
孫
右

衛
門
は
、
西
島
村
と
大
保
村
を
流
れ
て
い
た

高
原
川
の
水
を
小
郡
町
に
引
き
た
い
と
考
え
、

両
村
と
の
交
渉
の
末
、
高
原
堰
を
越
え
る
余

水
を
利
用
す
る
こ
と
で
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

碑
の
隣
の
水
路
は
、
現
在
も
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
、
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
小
郡
の
農
業
の
発
展
は
、
先
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
努
力
の
上
に
あ
る
の
で
す
。

問
合
せ
先　

文
化
財
課
☎
７
５
・
７
５
５
５

　小郡市の中心となる産業は農業です。農業は弥生時代

に始まり、徐々に発展してきましたが、人々はさまざま

な方法で水の確保に取り組んできました。

おごおり遺産とは？》》近年の市内調査で「再発見」した文化遺産＝市民のたからのこと

発見！おごおり遺産
水と農業No.14

豆田井手と関連する村々 池内孫右衛門翁之碑当時の豆田井手付近

小

26広報おごおり   R１・９・1



令和元年８月１日現在
（　）は前月比

人　口　　　　59,738人
　　　　　　 （＋78人）
　男　　　　　28,440人
  　　　　　（＋62人）
　女　　　　　31,298人
　　　　　　 （＋16人）
世帯数　　 24,770世帯
　　　　 　（＋87世帯）

ひとのうごき編

集

後

記

　
市
で
保
護
し
た
迷
い
犬
や
猫
の
情
報

は
、
市
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
や
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
発
信
し
て
い
ま
す
。
情
報
提

供
の
た
め
撮
影
す
る
の
で
す
が
、
た
い

て
い
の
犬
猫
は
尻
尾
を
下
ろ
し
、
ビ
ク

ビ
ク
怯
え
た
表
情
を
浮
か
べ
ま
す
。
こ

ち
ら
も
何
と
も
切
な
い
気
持
ち
に
な
り
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　見ごろを迎えたコスモス街道沿いの公園で、人前
結婚式などさまざまな催しが行われます。園内には
出店もたくさん並びます。
期日　10月26日（土）・27日（日）
会場　コスモスパーク北野（久留米市北野町）
問コスモスフェスティバル実行委員会
　（久留米東部商工会内）
☎78-3311F78-4873

　結婚を希望する子どもを持つ親を対象に、子ども
を素敵な結婚に導く家庭内コミュニケーション術に
ついてのセミナーや、お子さんに代わって、親同士
で自由に情報交換できる交流会を行います。
日時　10月６日（日）
　　　午後１時～４時30分（受付０時45分～）
会場　久留米シティプラザ４階小会議室
対象　20～49歳の独身男女の親各10組程度（抽選）
※親族も可
参加費　無料
申込方法　申込書を持参・ファクス・郵送で申込み
※申込みには、子どもの同意が必要です
※申込書は小郡市役所１階情報ラック、または当組
合ホームページから取得できます
※申込者全員に抽選結果を通知します
申込締切　９月26日（木）必着
■申問久留米広域市町村圏事務組合
☎46-5510F46-5567
〒830-0003　久留米市東櫛原町999-1

　鳥栖の歴史あるフッペル鳥栖ピアノコンクールの
一部であるジュニア部門Ａコース予選を開催します。
ピアニストの卵たちの演奏を聴いてみませんか。
日時　９月８日（日））／午前11時～午後６時30分
会場　鳥栖市民文化会館小ホール※観覧無料
問鳥栖市民文化会館☎85-3645F85-3647

　家具・建具の展示即売、おおかＷＡ！ダンスまつ
りなど楽しい催しでみなさんをお待ちしています。
フリーマーケットや屋台村も出展されます。
日時　10月12日（土）～14日（月・祝）
　　　午前９時～午後６時
会場　大川産業会館、大川中央公園ほか
問大川市インテリア課
☎0944-85-5582F0944-88-1776

　古代より肥前国内でも由緒ある神社とされた荒穂
神社。この秋の祭礼である御神幸祭では、災払（さ
いばらい）、鉦風流（かねふりゅう）、獅子舞などの
民俗芸能が奉納されます。
日時・場所　９月23日（月・祝）
【午前６時ごろ・午後４時ごろ】荒穂神社境内
【午後１時頃】御仮殿（基山町多世代交流センター
　　　　　　憩の家敷地内）
問基山町教育学習課☎92-2200

西日本シティ銀行
市役所内派出所の窓口開設時間

○午前９時～午後４時

の納付月です。
納付に便利な口座振替を！
収納課、国保年金課
介護保険課、下水道課

フッペル
鳥栖ピアノコンクール2019
～ジュニア部門Ａコース予選～

＜鳥栖市＞

後期高齢者医療保険料

下水道受益者負担金 介護保険料
固定資産税 国民健康保険税

今月は

コスモスフェスティバル ＜久留米市＞

第70回大川木工まつり ＜大川市＞
『親活』結婚応援セミナー＆
交流会参加者募集 ＜久留米市＞

「荒穂神社の御神幸祭」 ＜基山町＞
みゆき まつり
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